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 １学期の中間考査も終わり、通常の生活が戻ってきました。 

 さて遅くなりましたが、今年度の教育相談の担当者を紹介します。皆さんが安

心して学校生活を送れるよう、お手伝いをしていきたいと思っています。 

    

教育相談担当者 

     １年部 …後藤優（養護教諭）、髙橋貴（国語科） 

     ２年部 …後藤実（養護教諭）、大塚（国語科）、居倉（保健体育科） 

     ３年部 …柴田（保健体育科）、工藤（理科） 

 

スクールカウンセラー（ＳＣ）の利用について 

来校日 基本的に水曜日 

    １学期：５月…２４日 

          ６月…７日、１４日、２１日 

          ７月…５日、１２日、１９日 

時 間 １２：３０～１６：３０ 

    予約状況で変わることもあります。 

場 所 教育相談室（管理棟１階 保健室手前） 

    ただし健康診断がある時は、第１応接室 

☆主に心理的内面への働きかけ、カウンセリングをしてくださいます。 

 

スクールソーシャルワーカー（ＳＳＷ）の利用について 

来校日 基本的に水曜日 

時 間   １０：００～１６：４５（第２水曜日✕、第４水曜日は１２：００まで） 

場 所   職員室にいますが、お話をする時は、第二応接室で。 

☆相談される方の置かれた環境への働きかけをしてくださいます。 

 

予約の方法 

 １．以下の誰かに相談したいことを伝えます。 

①クラス担任・副担任 

    ②教育相談コーディネーターの大塚先生（主にＳＣ） 

③特別支援教育コーディネーターの高橋先生（主にＳＳＷ） 

    ④保健室の先生     

 ２．相談日と時間が調整できたら連絡があります。 授業中の相談は、公欠です。 

                       

   スクールカウンセラー  清田 元子 

はじめまして。今年度、別府翔青高校を担当さ

せていただくスクールカウンセラーの清田元子（き

よた もとこ）です。県内の高校で長年、高校生の皆

さんと関わってきました。 

スクールカウンセラーとしては初心者です。どうぞ

よろしくお願いします。 

 

「睡眠」と「食事」 

新年度がスタートし、新しい環境と気持ちを迎えて

いると思います。まず、環境や気持ちの変化にうまく対

応できるために、生活リズムを整えることをお勧めしま

す。睡眠と食事は生活リズムの基本です。毎日できる

だけ決まった時間に、自分に合った量の睡眠と食事

のコントロールをしていけるといいですね。 

もし、１週間以上連続してよく眠れなかったり、食欲のない状態が続い

たりする場合は“気合い”だけでは改善しないことがしばしばあります。ま

た、心当たりがないのにイライラしたり周囲が気になったり涙が出たりする

ことが続く場合も是非、クラス担任の先生や養護教諭の先生に知らせてく

ださい。 



「自分だけでは解決しづらい問題や疑問がおきたとき」 

自分だけでは解決しづらい問題が起こったとき、疑問がおきたとき、そ

れが原因不明の身体症状である場合も含めて、解決方法が見つからな

い場合は一緒に解決の手伝いができればと思っています。面談の希望

は、クラス担任の先生または教育相談コーディネーターの大塚先生、養護

教諭の後藤先生にお知らせください。 

 

 

 スクールソーシャルワーカー 木村 真紀 

今年度も別府翔青高校の担当をさせていただくこと

になったSSW（スクールソーシャルワーカー）の木村真

紀です。翔青高校は３年目になりました。 

スクールソーシャルワーカーと聞いて、「一体、何をす

る人なの？」とまだ馴染みのない方も多いかもしれませ

んが、私たちは大分県（学校安全・安心支援課）から

県立学校に派遣されている福祉の専門職（社会福祉

士・精神保健福祉士など）です。 

生活様式の変容や不安定な社会情勢の影響で、近年、子どもたちを取

り巻く問題は複雑多様化していると言われています。スクールソーシャルワ

ーカーは相談援助業務の専門職として、学校で断片的に見えるさまざま

な問題（不登校、いじめ、対人関係の悩み、家庭環境、経済的なこと、体調

不良、障がい特性など）を多面的に捉え、子どもたちを取り巻く環境を整

えていけるよう支援します。必要に応じて、福祉サービスや制度を紹介した

り、関係機関に繋げたり、他機関とも連携を図りながら、困りや悩み事の

解決に向けたサポートを行っています。 

学校等での面談の他、家庭訪問や同行支援など、できるだけ柔軟に対

応させていただきます。生徒、保護者、先生…どなたからの相談もお受け

しています。どんな小さなことでも構いませんので、１人で抱えこまず気軽

にご相談ください。 

１年間どうぞ宜しくお願いいたします。 

◎例えば…こんな悩みはありませんか？  SSW が相談対応いたします。 

・学校に足が向きにくく、欠席が増えている。 

・対人関係がうまくいかない。 

・家庭環境が変化し、これからの生活が気がかり。 

・家族に代わって家事をしたり、きょうだいや祖父 

母の面倒をみたりしており、負担が大きい。 

・体調不良や障がい特性等により、学校生活に困 

りを抱えている。 

・１人では不安なので、福祉サービス等の申請に同行してほしい。 

・進学を考えているが経済的に困窮しているため、使える制度等につい 

 て知りたい。 

                                             など 

 
【教育相談部より】 

ＳＣの清田先生は長年養護教諭として高校に勤務され、医療や思春期の心に

ついて大変造詣が深い方です。またＳＳＷの木村さんも精神科や職業訓練の場

での勤務経験があり、ＳＳＷとしても長年の経験があるので、利用できる社会資

源をたくさんご存知です。保護者の方もご利用ください。 

精神疾患は若い頃に発症してしまうこともあります。（保健の授業で詳しく教え

るようになったのもそのような理由です。）それは何としても防ぎたいので、自分の

心の状態を時々チェックして、早めに相談をしてください。 

 また卒業後、就職してちゃんとやっていけるか不安

な場合、福祉を利用して職業訓練をすることもでき

ます。就職をしてうまくいかないと、「仕事ができない

自分はダメなやつだ」と自尊心がひどく傷つきます。

離職してしまうと再び就職活動に向かうことができ

ず、引きこもりとなってしまう場合が多く、現在、社会

的な問題となっています。そうならないためにも、働くためのスキルを身に付けて

から、ゆっくり社会に出ていく道があります。そういう道を選びたい人も、早めに連

絡ください。１年生の時からできることがあります。 


